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水色の羽根募金運動
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だ
よ
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2
0
1
3
年
度
第
1
回
理
事
会

6
月
6
日、

「
2
0
1
3
年
度
第
1

回
理
事
会
」
が
東
京
・
千
代
田
区
の

コ
i
プ
ピ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
官
頭
、
服
部
郁
弘
副
理
事
長
が
開
会

に
際
し
、
日
ご
ろ
か
ら
育
英
事
業
を
ご

支
援
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を

表
し
、
「
昨
年
4
月
1
日
よ
り
公
益
財

団
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
1

年
を
迎
え
、

2
0
1
2
年
度
に
お
い
て

は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
運

営
・
機
関
運
営
と
も
滞
り
な
く
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
も
公
益
法
人
と
し

て
、
よ
り
公
益
性
の
高
い
事
業
運
営
等

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

事業活動支出の主な内訳

学資給与金
75,200 
49.2% 

一般管理費
10,207 
6.7% 

合計

152,920 
（単位千円）

グラフ

い
。
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
、
は
や
2
年
3
カ
月
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
本
会
が
こ
れ
ま
で
に

奨
学
生
と
し
て
採
用
し
た
震
災
遺
児
数

は
、
本
年
度

5
月
末
現
在
で
九
名
と

な
っ
た
。
漁
船
の
海
難
事
故
防
止
は
育

英
事
業
以
前
の
問
題
と
し
て
、
わ
れ
わ

れ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
先
般
、

海
上
保
安
庁
か
ら
公
表
さ
れ
た
統
計

に
よ
る
と
、

2
0
1
2
年
の
海
難
に
よ

る
漁
船
事
故
隻
数
は
、
前
年
に
比
べ
減

少
し
た
も
の
の
、
死
亡
・
行
方
不
明
者

数
は
船
舶
種
類
別
で
漁
船
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、

異
常
気
象
等
に
よ
る
海
難
事
故
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
本
会
の
立

場
か
ら
海
難
事
故
防
止
活
動
に
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
①
2
0
1
2
年
度
事
業

報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決
算
（
案
）

に
つ
い
て
、
②
任
期
満
了
に
伴
う
理
事

候
補
者
（
再
任
日
名
、
新
任
7
名
）
の

推
薦
に
つ
い
て
、

③
辞
任
に
伴
う
後
任

評
議
員
候
補
者
（
2
名
）
の
推
薦
に
つ

い
て
、
④
2
0
1
3
年
度
第
1
回
評
議

員
会
の
招
集
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

普及指導費

4,765 －～～ー~
3.1% 

募金活動費
2,264 

1.5% 返還事業費

216 
0.1% 

学 区 月額給与金 入学記念品 卒業記念品 年度末人数

幼 児 2,472 18 

小学生 12,584 630 82 

中学生 21,504 950 75 

高校生等 35,460 1,600 98 

dロ"- 言十 72,020 3180 273 

入学記念品は小・中・高等学校等に入学する者、卒業記念品は前年度に中学

を卒業し就業した者を対象とする。

注2 小学生及び高校生等の年度末人数には、それぞれ特別支媛学生1人（計2人）

を含む。

（単位：千円、人）学資給与事業の実績表1

注1

心
一数；
 

円
一
末

干
一
度

位
一
年

旦
到一

時学入

表2 奨学金貸与事業の実績

学 区 ｜月額貸与金

29 大学生等 I 16.soo I 3.500 

注年度末人数には入学一時金のみの奨学生を含む。

2
0
1
3
年
度
第
1
回
評
議
員
会

6
月
M
日、

『2
0
1
3
年
度
第
1
回

評
議
員
会
』
が
東
京
・千
代
田
区
の
コ
ー

プ
ピ
ル
に
て
開
催
さ
れ、

①
2
0
1
2

年
度
事
業
報
告
（
案
）
お
よ
び
収
支
決

算
（
案
）
に
つ
い
て
、
②
任
期
満
了
に

伴
う
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
、

③
辞
任

に
伴
う
後
任
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
理
事
｜
山
下
潤
氏
（
日
本
か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）
、
富
岡
啓
二
氏
（

一
般
社
団
法
人
全

国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
顧
問
）
、
津
藤
公

明
氏
（
漁
船
保
険
中
央
会
常
務
理
事
）
、

内
藤
信
氏
（
全
国
連
合
小
学
校
長
会
事

務
局
次
長
）
、

三
町
章
氏
（
全
日
本
中
学

校
長
会
顧
問
）
、
島
田
悦
郎
氏
（
全
国
高

等
学
校
長
協
会
事
務
局
次
長
）
、
鈴
木
基

之
氏
（
本
会
理
事
）

マ
評
議
員
｜
堀
井
柴
夫
氏
（
全
日
本
中

（単位ー円）
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表3 学資給与事業金額表

学 区｜月額給与金｜入学記念品
幼児｜ 12,0001 一
小学生｜ 13,000 I 10.000 
中学生｜ 24:0001 1而而l

高校生等｜ 30,0001 50,000 
注特別支援学生には、高校生等と同額の月額を支給。

表4 奨学金貸与事業金額表
｜学 区｜ 月 額 貸 与 金 ｜
｜大学生等 l 50,0001 

学
校
長
会
事
務
局
長
）
、
及
川
孝
敏
氏

（
全
日
本
海
員
組
合
広
報
室
室
長
）

。2
0
1
2年
度
事
業
概
要

4
月
1
日
に
公
益
法
人
へ
移
行
し
、

新
た
な
制
度
の
も
と
に
事
業
計
画
に

沿
っ
て
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

一
昨

年
度
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
経

済
情
勢
の
不
安
定
な
中
、
海
難
遺
児
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
事
業
活
動
収
入
に
つ
い
て
は
、

基
本
財
産
運
用
収
入
は
計
画
を
若
干
上

回
っ
た
も
の
の
、
寄
附
金
収
入
の
減
少

に
よ
り
、
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
活
動
支
出
は
、
奨
学
生
の
採
用

数
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
奨
学

金
の
支
出
が
多
少
減
少
し
、
普
及
指
導

費
等
も
減
少
し
た
こ
と
か
ら

一
般
正
昧

財
産
増
減
額
は
計
画
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

以
上
に
よ
り
、

2
0
1
2
年
度
の
当

期

一
般
正
昧
財
産
増
減
額
は

7
百
万

円
の
減
、
正
昧
財
産
期
末
残
高
は

日
億
6
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
、

6
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
度
第
2
回
理
事
会

6
月
M
日、

『
2
0
1
3
年
度
第
2

回
理
事
会
』
が
開
催
さ
れ
、
①
代
表
理

事
（
理
事
長
、
副
理
事
長
）
、
業
務
執

行
理
事
（
専
務
理
事
）
の
選
定
に
つ
い

て、

②
理
事
長
職
務
代
行
者
の
選
定
に

つ
い
て
、

①
辞
任
に
伴
う
奨
学
生
選
考

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

［
三
役
］

マ
代
表
理
事

・
理
事
長
｜
鈴
木
俊

一
氏

（
た
だ
し
、
政
務
三
役
の
た
め
、
休
職

扱
い
と
す
る
）
マ
代
表
理
事
・
副
理
事

長
｜
服
部
郁
弘
氏
マ
業
務
執
行
理
事

・

専
務
理
事
｜
鈴
木
基
之
氏

［
新
任
者
ご
芳
名
］

※
順
不
同

マ
奨
学
生
選
考
委
員
｜
富
岡
啓
二
氏

（
前
掲
）
、
津
藤
公
明
氏
（
前
掲
）

A
V
今
回
を
も
っ
て
辞
任
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
3年
度

第

1
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

5
月
9
日、

『
2
0
1
3
年
度
第
1

回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

「第
1
回
奨
学
生
出
願
者
（

4
月
お
日

締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
幼
児
4
人
、
小
学
生
2
人
の

合
計
6
人
が
、
貸
与
奨
学
生
と
し
て
大

学
生
等
9
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た

6
月

日
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、

別
表
「
都

道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り
で
す
。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/ilくueilくai育英会ホームページ
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第
閃
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会

年 7月 1日

6
月
日
日
、
東
京
・
赤
坂
三
会
堂
ピ

ル
「
石
垣
記
念
ホ

l
ル
」
に
て

『第
臼

回
浅
海
増
殖
研
究
発
表
全
国
大
会
』
が

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
海
苔
生
産
者
等

約
2
0
0
人
が
集
結
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
全
国
海
苔
貝
類
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
と
浅
海
増
殖
研
究
中

央
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
年
1
回

の
浅
海
漁
民
の
祭
典
と
し
て
、
ま
た
研

修
の
場
と
し
て
日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果

を
発
表
し
合
う
と
同
時
に
知
識
の
相
互

交
流
を
は
か
り
、
全
国
浅
海
漁
民
の
生

活
向
上
と
浅
海
漁
業
の
振
興
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
に
お
い
て
は
、
大
会
主
催
者
ご

協
力
の
も
と
、
会
場
受
付
時
に
募
金
活

動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ

た
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

よだム一
A英育( 2) 

護
者
か
ら
の
お
便
り

＊
主
人
を
亡
く
し
、
は
や

8
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で

P
T
S
D
を

発
症
し
て
し
ま
っ
た
二
女
も
も
う
高
校

生
に
な
り
、
元
気
に
毎
日
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
小

5
・
小

6
・
中

1
と
学
校

に
1
人
で
行
け
ず
、
保
健
室
や
特
別
学

級
で
の
学
習
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
も
な

じ
め
ず
に

一
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
中
学
卒
業
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び
も
ひ
と
し
お

で
し
た
。
や
は
り
、
心
の
不
安
が
消
え

ま
せ
ん
の
で
、
高
校
も
す
ん
な
り
通
学

す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
す
が
、
親

子
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
通
り
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
育
英
会
に
は
、

た
い
へ
ん
支
え
て
い
た
だ
き
、
毎
日
感

謝
で
く
ら
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
た
ち

の
将
来
も
自
分
た
ち
の
力
で
強
く
切
り

開
い
て
い
け
る
子
に
育
ち
ま
す
よ
う
に

私
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
兵
庫
県

N
・
M）

＊
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
5
人
兄
弟
の
末
っ
子
が
、

お
か
げ
さ
ま
で
義
務
教
育
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

山
口
県

K
・
M）

＊
主
人
が
亡
く
な
り
、
今
年
目
回
思
を

済
ま
せ
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ
の
は
早

い
も
の
で
す
。
息
子
も
希
望
の
高
校
に

入
学
で
き
、
こ
れ
か
ら
勉
強
、
部
活
に

と
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（愛
媛
県

M
・
M
）

＊
主
人
が
亡
く
な
っ
た
時
、
小
学
生

だ
っ
た
長
女
も
、
こ
の
春
、
大
学
生
と

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
夢
・
目
標
に
向

か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

6
年
間
の
ご
送
金
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
愛
媛
県

T
－
｜
）

＊
息
子
も

4
月
よ
り
社
会
人
と
な
り
頑

張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、

家
族
3
人
顔
を
合
わ
せ
、
主
人
の
思
い

出
話
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
主
人
の
く
れ

た
愛
情
を
感
じ
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
卒
業
ま
で
の
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
福
岡
県

S
・
O
）

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
息
子
も
無
事
、

高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
、

一
安

心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
福
岡
県

T
・
S
）

＊
主
人
が
事
故
で
亡
く
な
っ
て

同
年

問
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
娘

も
無
事
結
婚
し
ま
し
て
、
孫
も

2
人
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

2
歳
だ
っ
た

息
子
も
、
今
度
美
容
学
校
に
入
学
が
決

ま
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
大
分
県

M
・
Y
）

奨
学
生
か
ら
の
お
便
り

＊
支
援
の
お
か
げ
で
大
学
進
学
に
向
け

て
勉
強
を
頑
張
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た

し
、
夢
を
あ
き
ら
め
ず
前
へ
進
も
う
と

思
え
ま
し
た
。
大
学
で
も
こ
の
支
援
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

7
月
日
日
か
ら
白
日
ま
で
の

凶
日

間、

「全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
｜
海

の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

（
海
上

保
安
庁
、
公
益
財
団
法
人
海
上
保
安
協

会
、
公
益
社
団
法
人
日
本
海
難
防
止
協

会
主
催
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願

い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
各
地
で

官
民

一
体
と
な
り
、
海
事
関
係
者
だ
け

で
な
く
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
海
難
防

ざ
い
ま
し
た
。（

岩
手
県
高
卒

＊
お
か
げ
さ
ま
で
高
校
に
進
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

H

・
S）

（宮

城

県

高

1

T

・
A
）

＊
育
英
会
な
ら
び
に
関
係
の
か
た
が
た

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
お

止
へ
の
理
解
と
意
識
を
高
め
て
い
た
ホた

こ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
、

次
の

2
つ
を
海
難
防
止
対
策
の
重
点
事

項
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

－
人
1
人
が
周
り
へ
の
注
意
と
安
全

航
行
を
心
掛
け
、
海
難
事
故
を
無
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

重
点
事
項
1

見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

〈衝
突
海
難
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
未
熟
な
私
た
ち

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
宮
城
県
高
卒

Y
・
F
）

＊
お
か
げ
さ
ま
で
、
無
事
、
地
元
の
高

校
に
入
学
で
き
ま
し
た
。
大
好
き
な
パ

ス
ケ
を
高
校
で
も
続
け
る
こ
と
が
で

②
船
舶
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
重
点
事
項

2

小
型
船
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
l
ト
、
漁

船
、
遊
漁
船
）
の
安
全
対
策
の
徹
底

〈小
型
船
の
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
発
航
前
点
検
の
徹
底

②
航
行
中
の
み
な
ら
ず
操
業

・
作
業
中

も
含
め
た
見
張
り
の
徹
底

①
気
象

・
海
象
情
報
の
入
手

④
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
等
自
己
救

命
策
の
確
保

~全両く一番大亭k・1
計んはえ：パわ．

なく々う.j年のわ失。
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専
務
退
任
挨
拶佐

藤

信

年 7月 1日（平成 25) 

2
0
0
6
年

‘
4
月
に
就
任
し

圃
て

7
年
有
余
の

、
問
、
役
職
員
は

じ
め
多
く
の
仲

間
た
ち
に
支
え

ら
れ
、
大
過
な
く
任
務
を
全
う
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
と
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
育
英
会
が
行
う
育
英
事
業
に

ご
支
援
い
た
だ
い
た
漁
協
系
統
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
皆
さ
ま
に
は
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

在
任
期
間
中
を
顧
み
て
思
い
出
さ
れ
る

の
は
、

2
0
1
1
年
3
月
日
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
と
2
0
0
8
年
ロ
月
に

施
行
さ
れ
た
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応

で
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
で
は
、
被
災

地
域
の
漁
協
系
統
や
学
校
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、
多
く
の
震
災
遺
児
を
奨
学
生
に

よだム
冨英

専
務
就
任
挨
拶鈴

木

基

之

官官

同

こ
の
度
、

6

月

μ
日
付
（
公

財
）
漁
船
海
難

遺
児
育
英
会
の

専
務
理
事
に
就

任
い
た
し
ま
し

( 3) 

た
鈴
木
で
す
。

前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
私
は
J

F

全
漁
連
出
身
で
前
職
は
監
事
室
に
勤
務
し

て
お
り
ま
し
た
。

漁
業
を
営
む
家
庭
で
育
ち
、
地
域
的
に

は
漁
村
で
海
を
遊
び
場
に
し
、
時
に
は
海

に
落
ち
た
（
ま
だ
泳
げ
な
い
時
期
）
こ
と

や
、
岩
場
で
怪
我
を
し
地
域
の
か
た
が
た

に
、
そ
の
都
度
助
け
ら
れ
た
こ
と
を
憶
え

て
い
ま
す
。
ま
た
浜
を
遊
び
場
に
し
て
い

る
と
い
ろ
い
ろ
な
海
を
生
業
と
す
る
仕
事

を
目
に
し
、
他
の
大
人
た
ち
か
ら
手
伝
い

を
命
じ
ら
れ
た
り
、
危
険
な
作
業
現
場
へ

は
近
付
か
な
い
よ
う
注
意
さ
れ
た
り
と
、

い
ま
想
う
と
そ
の
地
域

・
漁
村
全
体
で
1

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
新
公

益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
無
事
、

2
0
1
2
年
4
月
1
日
に
公
益
財
団
法

人
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

漁
船
の
海
難
事
故
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、

2
0
1
2
年
に
は
統
計
に
よ

る
と

6
5
1
隻
の
海
難
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

最
近
で
も
残
念
な
こ
と
に
無
理
な
操

業
等
に
よ
る
漁
船
の
海
難
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
漁
業
者
の
か
た
が
た
に
は

安
全
操
業
と
救
命
胴
衣
の
常
時
着
用
を

お
願
い
い
た
し
た
い
。

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
多

く
の
か
た
が
た
か
ら
遺
児
と
遺
族
の
皆

さ
ん
に
励
ま
し
の
応
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

奨
学
生
の
皆
さ
ん
は
勉
学
に
励
み
、
そ

し
て
夢
と
希
望
を
も

っ
て
学
舎
を
巣
立

た
れ
る
こ
と
を
育
英
事
業
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
多
く
の
か
た
が
た
と
共
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

人
の
子
の
健
全
（
善
悪
や
助
け
合
い
）
な

成
長
と
、
漁
業
な
ら
で
は
の
強
い
協
同
の

意
識
の
造
成
（
紳
）
が
育
ま
れ
、
ま
た
水

産
業
の
楽
し
さ
な
ど
を
知
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
は
ご
承
知
の
通
り
漁
船
海
難
遺

児
等
へ
の
育
英
事
業
を
、
漁
船
海
難
遺
児

を
励
ま
す
全
国
協
議
会
の
運
動
母
体
で

あ
る
J

F
グ
ル
ー
プ
役
職
員
や
漁
業
者

の
皆
さ
ま
、
さ
ら
に
全
国
の
企
業
・
団
体
・

個
人
等
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か
ら
設

立
以
来
、
長
年
に
一E
り
継
続
的
な
募
金
に

よ
り
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
漁
業
者
の
相
互
扶
助
精
神

・

協
同
の
意
識
・
耕
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

・

団
体

・
個
人
の
慈
悲

・
慈
愛
心
、
公
益
的

事
業
へ
の
貢
献
な
ど
、
全
国
の
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
い
応
援
や
協
力
を
、
改
め
て
強

く
思
う
と
と
も
に
、
協
同
と
言
う
言
葉
の

意
味
合
い
を
強
く
感
じ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
本
年
3
月
時
点
で
の
奨
学
生

採
用
状
況
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
ま
す
が
、

給
与
・
貸
与
者
は
3
0
2
名
で
す
。
ま
た
、

本
年
5
月
時
点
に
於
け
る
、
先
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
震
災
遺
児
採
用
総
数

き
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
高
1

M

・
O
）

＊
無
事
に
大
学
を
卒
業
し
、
就
職
も
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
兵
庫
県
大
卒

N
・
O
）

＊
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

第
1
希
望
の
高
校
に
合
格
し
ま
し
た
。

3
年
間

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
岡
山
県
高
1

H

・
l
）

＊
4
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
無
事
、
高
校
を
卒
業
し
、
今
春
、

大
学
へ
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
愛
媛
県
高
卒

T
・
O
）

＊
事
故
よ
り
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

4
月
か
ら
夢

に
向
か

っ
て
専
門
学
校
に
通
い
ま
す
。

奨
学
金
を
希
望
し
ま
す
の
で
、
ま
た
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。（

福
岡
県
専
1

N

・
O
）

＊
こ
の
た
び
、
就
職
が
内
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
の

一
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
奨
学

金
の
給
与
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
福
岡
県

品
卒

T

・
O

）

7
4
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
4
月
よ
り
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
は

第
9
期
募
金
運
動
（
3
カ
年
、
目
標
額

3
億
円
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
本

会
も
こ
れ
と
一
体
と
な
り
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

漁
業
者
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推

進
等
、
本
会
と
し
て
の
啓
蒙
等
を
図
り
つ

つ
、
公
益
財
団
法
人
の
育
英
事
業
と
し
て

経
営
の
健
全
性

・
透
明
性
を
確
保
し
、
安

定
し
た
支
援
体
制
を
目
指
し
、
微
力
な
が

ら
勤
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の

ご
支
援
ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
指
導
ご
鞭
握
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

肪
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

一『奨
学
資
金
ご
寄
附
』
の
お
礼

一

2
0
1
3
年
3
月
か
ら

5
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を

掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

〔
3
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
茨
城

県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉
県

マ
古
関
和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美

マ
志
村
隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬
田
研

一

マ
松
本
安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ

猪
苗
代
健

一
一〉
大
西
絹
子
マ
大
類
裕
久

マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ
平
田
淳

一
一
〉
宮
津
敏
彦
マ
若
林
満

O
東
京
都
マ

飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙
二
マ
勝
野
輝
美
マ

（
株
）
洗
洋
取
締
役
会
長
江
刺
冨
美
子
マ

（株）

B
R
B
マ
柄
津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ

古
田
土
満
マ
白
井
久
子
マ
戸
田
満
弘
マ

長
屋
信
博
マ
根
尾
友
久
マ
根
本
京
子
マ

橋
本
牧
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松

井
明
マ
吉
田
博
身
マ
渡
辺
千
鶴
子

O
神

奈
川
県
マ
越
智
豊
子
マ
中
村
芳
正
マ
大

和
陸
子

O
福
井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡

県
マ
古
寺
健
二
。
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝

子

O
大
分
県
マ
山
口
英
文

〔
4
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
秋
田
県
マ
山
岸
剛

O
茨

城
県
マ
常
盤
和
己
マ
藤
本
歌
子

O
埼
玉

県
マ
宇
賀
神
義
宣
マ
金
木
愛
子
マ
古
関

和
則
マ
小
林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美
マ
志
村

隆
司
マ
田
口
昭
博
マ
漬
田
研

一
マ
松
本

安
裕

O
千
葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代

健

一
マ
大
類
裕
久
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口

は
つ
子
マ
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ
若

林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川
謙

一一

マ
勝
野
輝
美
マ

（
株
）
洗
洋
取
締
役
会

長
江
刺
富
美
子
マ

（株）

B
R
B
マ
木
部

茂
徳
マ
古
田
土
満
マ
戸
田
満
弘
マ
長
屋

信
博
マ
根
尾
友
久
マ
根
本
京
子
マ
橋
本

牧
マ
贋
重
和
夫
マ
本
川

一
善
マ
松
井
明

マ
向
井
昌
子
マ
吉
田
博
身
マ
渡
辺
千
鶴

子

O
神
奈
川
県
マ
越
智
豊
子

O
福
井
県

マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県
マ
古
寺
健
二
O

大
阪
府
マ
角
丸
英
子

O
兵
庫
県
マ
武
田

佳
子

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子

O
大
分

県
マ
山
口
英
文

〔
5
月〕

O
北
海
道

マ
加
藤
茂
子
マ
本

間
雅
彦

O
岩
手
県
マ
長
津
浩
美

O
宮
城

県
マ
鎌
内
浩

O
茨
城
県
マ
常
盤
和
己
マ

藤
本
歌
子

O
埼
玉
県
マ
古
関
和
則
マ
小

林
哲
朗
マ
佐
藤
明
美
マ
志
村
隆
司
マ
田

口
昭
博
マ
漬
田
研

一
マ
松
本
安
裕

O
千

葉
県
マ
伊
賀
久
則
マ
猪
苗
代
健

一
一〉
斎

藤
信
夫
マ
粛
藤
雅
晴
マ
坂
口
は
つ
子
マ

平
田
淳

一一〉
福
田
昌
佳
マ
宮
津
敏
彦
マ

若
林
満

O
東
京
都
マ
飯
島
孝
夫
マ
香
川

謙
二
マ
勝
野
輝
美
マ

（
株
）
洗
洋
取
締
役

会
長
江
刺
冨
美
子
マ
（
株
）

B
R
B
マ
柄

津
彰
マ
木
部
茂
徳
マ
古
田
土
満
マ
戸
田

満
弘
マ
長
屋
信
博
マ
根
尾
友
久
マ
根
本

京
子
マ
贋
江
志
賀
子
マ
贋
重
和
夫
マ
松

井
明
マ
向
井
昌
子
マ
吉
田
博
身
マ
渡
辺

千
鶴
子

O
神
奈
川
県
マ
越
智
豊
子
。
福

井
県
マ
武
田
忠
男

O
静
岡
県
マ
古
寺
健

二
O
京
都
府
マ
奥
手
初
栄

O
大
阪
府
マ

道
本
孝
治

O
山
口
県
マ
熊
谷
佐
枝
子
。

大
分
県
マ
山
口
英
文

現
在
の
日
本
で
は
初
歳
に
な
る
と

選
挙
権
が
得
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
は

小
さ
い
時
か
ら
父
に
連
れ
ら
れ
て

（
現
在
も
毎
回
誘
い
に
来
ま
す
）
選

挙
に
行
っ
て
い
た
の
で
選
挙
は
当
た

り
前
の
様
に
参
加
し
ま
す
。
し
か
し
、

一
緒
に
行
っ
て
い
た
妹
は
全
く
も
っ

て
選
挙
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
な
の
に

〔

「
子
供
の
医
療
費
が
高
い
」
や
「
ゴ

～

ミ
有
料
化
反
対
」
な
ど
苦
情
を
言
い

ケ

ま
す
。
選
挙
に
行
か
な
い
の
は
た
か

F

が
1
票
で
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
考
え
は
私
の
妹

．
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
・：
前
回
私
が

わ
参
加
し
た
選
挙
は
日
時
の
時
点
で
、

’
投
票
率
が
日
%
で
し
た
。

？

こ
の
間
テ
レ
ビ
で

A
K
B
総
選
挙

v

が
や

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
投

票
権
は
C
D
購
入
者
な
の
で
、
－
票一

が
有
料
で
す
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
も

・

の
す
ご
い
投
票
率
で
、
し
か
も
面
白

A

い
の
が
当
選
者
（
侃
順
位
？
）
に
当

た
り
前
が
な
い
の
で
す
。
な
の
で
、

～

投
票
す
る
人
も
開
票
結
果
を
見
る
の

，

も
興
奮
す
る
の
で
す
。
我
が
家
の
テ

レ
ビ
の
前
で
も
ロ
歳

・
叩
歳

・
9

歳

・
7
歳
・

2
歳
の
子
供
た
ち
が
釘

づ
け
で
結
果
を
み
て
い
て
（
笑
）
次

の
当
選
者
の
ド
ラ
ム
音
が
な
る
と
、

ん

拝
み
な
が
ら
「
頑
張
っ
て
」
と
応
援

，

し
、
選
ば
れ
る
と
「
昨
年
よ
り
何
位

上
が

っ
た
」
や
「
お
礼
の
言
葉
が
長

い
」
だ
の
「
嘘
泣
き
し
て
る
う
j
」

と
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
に
興
昧
を
持
つ

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
T
V
で
見

て
育
つ
と
将
来
選
挙
権
を
得
た
と
き

に
き
ち
ん
と
参
加
で
き
る
大
人
に
な

る
の
か
な
あ

1
と
期
待
し
、
パ
カ
親

視
線
で
小
さ
い
評
論
家
た
ち
を
眺
め

て
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
日
本
の
将
来
を
考
え

て
、
選
挙
に
き
ち
ん
と
参
加
し
て
い

ま

す

か

？

（

K
）

i
ド
ド
ド
子
〈
〈
〈
t
u

の 羽根募金水色!! 手をの愛漁船海難遺児
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『募
金
・
ご
寄
附
』
の
お
礼

一

年 7月 1日

※
寄
附
金
は
、
全
て
公
益
目
的
事
業
で
あ
る

漁
船
海
難
遺
児
等
に
対
す
る
修
学
助
成
事

業
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（平成 25) 

2
0
1
3
年

3
月
か
ら

5
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名
を

掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

1
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・地
励
協
こ
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔

3
月〕

O
北
海
道

マ
宗
谷
地
区
漁
青

連
O
B
会
マ
地
励
協

O
青
森
県
マ
三
沢

ほ
つ
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
三
沢
市

漁
協
小
型
船
部
会
マ
青
森
県
漁
協
女
性

組
織
協
議
会
マ
青
森
県
漁
業
経
営
安
定

対
策
本
部

O
東
京
都
マ
全
国
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会
マ
式
根
島
女
性
部
マ
地

励
協

O
神
奈
川
県
マ
地
励
協

O
新
潟
県

マ
地
励
協

O
富
山
県
マ
地
励
協

O
福
井

県
マ
地
励
協

O
三
重
県
マ
桑
名
海
苔
問

屋
協
同
組
合
マ
地
励
協

O
京
都
府
マ
地

励
協

O
和
歌
山
県
マ
J
B
T
実
行
委
員

会
マ
ま
ぐ
ろ
祭
り
実
行
委
員
会
マ
宇
久

井
漁
協
女
性
部
マ
勝
浦
漁
協
女
性
部
マ

田
辺
市
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会
マ
由

良
町
漁
協
女
性
部
マ
地
励
協

O
島
根
県

マ
地
励
協

O
香
川
県
マ
泊
中
進
｜
香
典

返
し

O
愛
媛
県
マ
愛
媛
県
青
年
漁
業
者

連
絡
協
議
会
マ
パ

ー
ル
フ
ェ

ア
マ
地
励

協

O
大
分
県
マ
佐
伯
市
役
所

O
鹿
児
島

県
マ
鹿
児
島
ま
ぐ
ろ
同
友
会
マ
冨
ヶ
原

義
幸
マ
地
励
協

〔

4
月〕

O
北
海
道
マ
丹
代
洋
子
｜
香

料
の

一
部

O
千
葉
県
マ
新
勝
浦
市
女
性

部
兼
勝
浦
市
漁
協
女
性
部

O
静
岡
県
マ

静
岡
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
地
励
協

O
大
阪
府
マ
共
和
海
運
（
株
）

マ
地
励
協

よだム
宮英育( 4) 

。
香
川
県
マ
白
川
洋
子
｜
香
典
の

一
部

。
長
崎
県
マ
地
励
協

〔

5
月〕

O
北
海
道
マ
鈴
木
美
砂
子
｜

香
料
の

一
部

O
静
岡
県
マ
地
励
協

O
長

崎
県
マ
岩
本
光
正
マ
（
社
）
長
崎
県
水
産

加
工
振
興
協
会
マ
竹
村
春
人
マ
長
崎
大

学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会
マ
地
励
協

2
、
一
般
寄
附

〔

3
月〕

O
青
森
県
マ
水
産
八
戸
新
年
祝

賀
会
実
行
委
員
会
マ
大
山
チ
セ

O
宮
城

県
マ
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

O
山
形

県
マ
山
形
県
漁
協
女
性
部
。
福
島
県
マ

福
島
海
上
保
安
部

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢

通

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ

（
一
社
）
マ
リ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
幻

マ（一

社
）
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
マ
榎
本

み
つ
枝
マ
三
水
会
マ
全
国
青
年

・
女
性

漁
業
者
交
流
大
会
募
金

O
神
奈
川
県
マ

神
奈
川
県
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
。

富
山
県
マ
富
山
県
立
滑
川
高
等
学
校
海

洋
科

O
山
梨
県
マ
佐
藤
一
江

O
静
岡
県

マ
静
岡
県
立
焼
津
水
産
高
等
学
校
。
三

重
県
マ
三
重
県
漁
協
女
性
部
連
合
会
。

奈
良
県
マ（
株
）
南
都
水
産

O
鳥
取
県
マ

浜
野
茂
夫

O
山
口
県
マ（
独
）
水
産
大
学

校

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

〔

4
月〕

。
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千
葉

県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
ニ
チ
レ
イ

ふ
れ
あ
い
基
金

O
神
奈
川
県
マ
三
浦
市

観
光
協
会
食
の
神
祭
実
行
委
員
会

O
鳥

取
県
マ
浜
野
茂
夫

O
福
岡
県
マ
ブ
ル
ー

ア
l
ス
幻
小
倉

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小

松〔

5
月〕

O
埼
玉
県
マ
小
野
沢
通

O
千

葉
県
マ
飯
村
久
子

O
東
京
都
マ
（
公
財
）

日
本
釣
振
興
会
マ
水
産
庁
漁
政
部
漁
政

課

O
神
奈
川
県
マ（
株
）
中
冷
マ（
財
）
日

本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会
館
（
エ

ス
カ
ル
横
浜
）

O
富
山
県
マ
布
目
久
幸

O
静
岡
県
マ
上
柳
昭
治

O
鳥
取
県
マ
浜

野
茂
夫

O
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

O
沖

縄
県
マ
阪
井
光
平

国

お知らせ
ゆぴ募金（募金型自動販売機）による

2013年4月末までの寄附金累計額は

542,257円です。

と協力ありがとうございました。

5
月
日
日
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
観
音
崎
公
園
内

「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
て
、
公
益
財
団
法

人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
主
催
に
よ
る

『第
必
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
』
が、

6
月
日
日
に
は
、
和
歌
山
県
高
野
山

「兵

庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
塔
」
に
て
、

J
F
兵
庫
漁
連
主
催
の

『第
犯
回
兵
庫

県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
』
が
開
催

さ
れ
、
本
会
を
代
表
し
、
鈴
木
専
務
理

事
が
参
列
致
し
ま
し
た
。

物
故
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

(2013年6月15日現在／単位．人）

数生
品同

＋ 奨Bリ県府道者日

ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
本
会
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

V
7
月
初
日
か
ら
「
ふ
れ
あ
い

旅
行
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ば
か
り

の
富
士
山
の
ふ
も
と
で
大
自
然
を
満
喫

し
な
が
ら、

3
日
間
、

仲
間
と
共
に
過

ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
子
供
た
ち
の

冒
険
心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
た
く
さ
ん
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
期
待
し
て
い
て
く

だ
さ
い
ね

O

（M
）

編

集

後

記

V
4
月
か
ら

『漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま

す
第

9
期
募
金
運
動
』
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
既
に
多
方
面
か
ら
温
か
い
ご

支
援
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
。「
イ
ベ
ン

ト
で
募
金
を
呼
び
掛
け
た
い
」
「
事
務
所

に
募
金
箱
を
常
設
し
た
い
」
と
い

っ
た

お
話
も
た
く
さ
ん
項
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
本
会
で
は
、
そ
う
い
っ
た
募
金

活
動
時
に
必
要
な
配
布
資
料
の
提
供
、

資
材
（
た
す
き
、

募
金
箱
な
ど
）
の
貸

し
出
し
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

＊給与奨学生には特別支援学生を含む。

＊貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

＊休学中の奨学生は人数に含まない。

*2013年度第1也l採用者は内数である。

の 羽根募金水色!! 手をの愛児に遣漁船海難

給与奨学生 貸与奨学生 2013年度第1回採用者

都道府県名 合計 合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 小計 大学生等 幼児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

北 海 道 2 4 7 14 27 8 35 1 

3ー4肘－ 森 1 2 7 10 1 11 

岩 手 1 10 8 10 29 29 2 3 

宮 城 3 8 11 15 37 1 38 3 3 

秋 回

111 形 1 1 1 

福 五主 2 15 6 4 27 27 

茨 城

千 1産 2 2 3 1 8 5 13 1 1 

東 京 2 2 1 3 

事ド 奈 /II 2 1 2 5 1 6 

新 潟 1 1 2 2 

'/J 山

石 Jil 3 1 4 4 

岡 2 2 1 3 1 1 

愛 知

福 ＋十 2 2 2 

重

ー尽 都 1 1 1 

大 阪

兵 庫 2 4 6 1 7 

和 歌 t.Lt 1 1 2 2 1 

-~ 
取 1 1 2 2 

l込 板 1 1 1 

同 はl 1 1 2 2 

広 lみ 1 1 1 

山 1=1 1 3 4 2 6 1 1 

徒； l斗 1 1 1 2 

香 Jil 1 2 3 3 

愛 媛 1 2 2 3 8 2 10 1 1 

高 知 3 3 

福 l河 1 2 3 1 4 1 1 

福岡有明海 1 2 3 3 

佐賀玄海 3 2 5 5 

佐賀有明海

長 崎 1 5 3 5 14 14 

大 分 1 1 2 2 

官民 本 4 4 1 5 

宮 崎 2 3 2 7 7 1 1 

,m 児 向 4 3 4 11 11 

j中 制t 1 3 3 7 3 10 1 1 

辺「、1 Jt 15 67 68 93 243 32 275 4 2 9 15 




